
 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 ・・・小学校教育部・・・ 

 

 ・・・就学前教育部・・・ 

  ・・・社会教育部・・・  ・・・中学校教育部・・・ 

   

2019(平成 31)年 3 月 31 日(２) 尼 同 教 だ よ り 第 106 号 第 106 号 尼 同 教 だ よ り 2019(平成 31)年 3 月 31 日(３) 

☆☆尼同教だよりでは、学校、地域、団体の人権啓発活動を紹介したいと思っています。うちでもこんな活動をしているよ！この団体ががんばっているよ！など、自薦他薦を問いません。ぜひ編集委員または事務局までお知らせください。お待ちしています☆☆ 

・本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に向けた取組の推進に関する法律・ 

報告：水野 朋実（浦風小学校） 

司会：矢野 克彦（長洲小学校） 

記録：杉本 和征（潮小学校） 

 

 「ヘイトスピーチ解消法」が施行され、まもなく 2 年が経過しようと

しています。この法律は、理念法であり禁止規定や罰則がないため法律

の実効性に疑問の声も上がっています。そのため、様々な国籍・出自を

持つ人々がともに暮らし、「多文化共生」という言葉が聞かれる一方で、

未だに特定の民族に対する敵意や憎悪に満ちたヘイトスピーチが繰り

返されているという現実があります。 

 ヘイトスピーチというと、過激な表現を街頭でおこなう行動をイメー

ジされるかもしれませんが、残念ながらそれだけにとどまらず、差別的

な表現はインターネット上でも日々書き込まれています。もちろんそう

した行為は、マイノリティの人たちに筆舌に尽くしがたい恐怖と苦痛を

与え、許されるべきものではありません。 

  

   

 大島小学校の神谷先生が「大島小学校の人権教育の実践」というテーマで発表

しました。人間力向上を目指し、人権教育と関連させながら取り組んでいます、

と報告されました。その後、阪神間の他市から来られた先生とグループになって、

それぞれの小学校で取り組んでいる人権教育の在り方について交流しました。 

 

 

 ひとり親家族、今回は特に母子世帯に焦点をあて、安

定した就労の難しさによる貧困化の問題、そしてそこか

ら連鎖する子どもの貧困問題は、そのまま女性や子ども

の人権の問題であると分析。現状における課題とその打

開策として、母親がひとりだけで頑張るのではなく、祖

父母や友人はもちろん、地域全体で子育てをする「子育

ち支援システム」といった体制をつくること、そしてそ

のサポート機関との連携が必要だとお話しされました。 

ごっこ遊びを通じて育む人との関わりと遊びの質の高まり 

～子どもがイメージをひろげ自発的なごっこ遊びを展開するため

の保育者の援助と環境づくり～ 

子どもの自尊感情を高める浦風小学校の人権教育実践 

～自分を認める心と他者への温かいまなざしを育てるために～ 

 

人権教育に対する武庫東中学校の取り組み 人権擁護委員の活動について（尼崎人権擁護委員協議会） 

テーマ ／ ひとり親家族で育つ子どもたち—現状から支援策を考える 

講 師 ／ 神原  文子  さん（神戸学院大学現代社会学部 学部長・教授） 

  

 

・寺岡会長の挨拶・ 

・松本教育長のご挨拶・ 

尼同教の６０年を

年表にして掲示

しました！ 

報告：田中 博美 

司会：重本 克代 

記録：阿澤 倫代 

 
＊講演会と分科会の詳しい内容は「尼同教この１年」に収録しています。 

 入管法の改正により日本で働く外国人は増え、来年のオリンピック・

パラリンピックでも多くの外国人観光客が訪れると予想されています。

残念なことに、社会の中には隣国の脅威をあおる報道や特定の民族を蔑

む風潮もあります。そうした社会に生きていると、差別はいけないこと

だと理解はしていても気づかないうちに偏見が刷り込まれ、マイノリテ

ィの人たちだけでなく誰にとっても生きにくい社会となります。「〇〇

の方にしては、いい人ですね」など、日常生活の中でも差別意識もない

ままに発している悪意のないステレオタイプのものの見方（マイクロア

グレッション）で、他人を傷つけている場合もあるのです。 

    ヘイトスピーチは決して一部の人たちだけの問題ではありません。社

会の中に隠れている差別や自分の中に刷り込まれている偏見を見抜く

感性と対抗する力が、社会の構成員である私たち一人ひとりに求められ

ています。 

 

                尼同教 団体理事 桜 井  克 典    

 

 

 

（前文） 

我が国においては、近年、本邦の域外にある国

又は地域の出身であることを理由として、適正

に居住するその出身者又はその子孫を、我が国

の地域社会から排除することを煽動する不当な

差別的言動が行われ、その出身者又はその子孫

が多大な苦痛を強いられるとともに、当該地域

社会に深刻な亀裂を生じさせている。 

 もとより、このような不当な差別的言動はあ

ってはならず、こうした事態をこのまま看過す

ることは、国際社会において我が国の占める地

位に照らしても、ふさわしいものではない。 

 ここに、このような不当な差別的言動は許さ

れないことを宣言するとともに、更なる人権教

育と人権啓発などを通じて、国民に周知を図り、

その理解と協力を得つつ、不当な差別的言動の

解消に向けた取組を推進すべく、この法律を制

定する。 

（基本理念） 

第三条 国民は、本邦外出身者に対する不当な

差別的言動の解消の必要性に対する理解を深め

るとともに、本邦外出身者に対する不当な差別

的言動のない社会の実現に寄与するよう努めな

ければならない。 

報告：先田 香枝・日浦 理恵（武庫東保育所） 

司会：前田 綾子（武庫南保育所） 

記録：室谷 廣子（今北保育所） 

報告：中村 夢希（武庫東中学校） 

司会：平光 秀望（大成中学校） 

記録：林 佐妃子（中央中学校） 

 


